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千葉市地球温暖化対策地域推進計画の策定について（答申） 
 

 平成１５年１１月６日付け１５千環環第２２８号をもって諮問のあった標記計画の策定

について，当審議会・環境総合施策部会において，市民意見・提案の把握にも努め，慎重

に調査･審議を行った結果，別添「千葉市地球温暖化対策地域推進計画(案)」のとおり結論

を得たので答申します。 

 なお，今回の調査･審議に関連して，留意事項等を下記のとおり付記します。 

 
記 

 

１． 計画案の検討に際して特に留意した事項について 

（１）計画の基本的事項について 

計画の目的，位置づけ，基本方針等の計画の骨格及び温室効果ガス排出量に関す

る算出方法，算出結果等の内容については適切なものと判断しました。また，本計

画案の削減目標については，千葉市の実情に即した実施可能な対策による削減効果

量を踏まえて設定されており，実効性のある計画を目指す視点から，その設定の考

え方は適切なものと判断しました。削減目標の実現に向け，市民・事業者に計画の

内容を分りやすく示しつつ，取組みを推進することを強く望みます。 

 （２）部門別の取組みの推進について  

    千葉市の温室効果ガスの排出状況については，家庭や業務部門，運輸部門

での伸び率が高くなっていることから，これらの部門における取組みの内容

について一層の充実を図ることとしました。 

    また，全国に比べて産業部門からの排出量の割合が高いことから，事業者

による温暖化に配慮した自主的な活動の促進に向けて，関連する取組みの内

容について一層の充実を図ることとしました。 



 

 （３）省エネルギー機器等の普及･促進について 

    市民のライフスタイルの見直しや事業者の自主的な活動の推進に向けて，

省エネルギー機器や新エネルギー設備等の普及･促進の効果が大きいことか

ら，関連する取組みの内容について一層の充実を図ることとしました。 

 （４）取組みの推進に向けた活動目標について 

    本計画案における削減目標の達成に向けて，市民や事業者による温暖化に

配慮した活動の普及・促進を図るため，それらの取組みの状況の目安となる

具体的な活動目標として，「市民のライフスタイルの見直しに向けた活動目

標」を４項目，「環境に配慮した自主的な事業活動の推進に向けた活動目標」

を３項目設定し，市民等に分りやすく示しつつ，市民・事業者・市が連携し

てその達成に努めることとしました。 

    また，市民，事業者の活動を促進するためには，インセンティブを与える

ことが効果的なことから，その検討の必要性を盛り込むこととしました。 

 （５）推進体制の充実と県や関係機関，ＮＰＯ等との連携について 

    本計画案を着実に推進していくためには，市民，事業者，市等が相互に連

携して取り組むことが効果的なことから，その推進役としての中心的な役割

が期待される地球温暖化対策地域協議会の構成や活動等に関する内容につい

て一層の充実を図ることとしました。 

    また，地球温暖化対策を推進するためには，市の施策として，市民・事業

者との連携はもとより，まちづくりという視点からの取組みも重要なことか

ら，県や関係機関，ＮＰＯ等との連携に関する内容について一層の充実を図

ることとしました。  

 

２．市民意見・提案の計画案への反映について 

環境総合施策部会では，平成１５年１２月１５日に「千葉市地球温暖化対策地

域推進計画（案）の中間とりまとめ」を行うとともに，１２月１９日から本年１

月１９日にかけて，同計画案について市民意見・提案の募集を実施しました。そ

の結果，市民等から２０件の応募（意見・提案の項目数は７４）がありましたので，

この中で計画案に反映することが適当と考えられる事項については，本計画案に

盛り込むこととしました。 

また，千葉市環境基本計画市民懇談会より平成１６年１月２８日付けで千葉市



 

長に提出された「千葉市地球温暖化対策地域推進計画の策定に関する提言」の内

容について，当審議会としても検討した結果，計画案への反映を図るべきとされ

た事項については，本計画案に盛り込むこととしました。 

  なお，当審議会や市に提出された多くの市民意見・提案は，いずれも地球温暖化防止

につながる貴重な意見・提案ですので，今後の施策の推進にあたって十分に配慮するよ

う申し添えます。 

 


